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１ ．はじめに

２ ．課題の概要

2013年度を最後に全国大会出場から遠ざかっているものづくりコンテスト測量部門において、

次年度以降の取り組みの一助としたく、全国大会出場への課題について考え、ミニプリズム
のミラー取付位置が精度に及ぼす影響を調べ、より誤差が小さくなる方法を検討したく取り組
んだ。

We have carefully considered our weaknesses and hope to ensure national success for future 
students participating in manufacturing contests

〇ミニプリズムのミラー位置による精度への影響
〇ミニプリズムのミラーの取り付け位置は、
〇ポールとの接続順を変更することで変えられる。
〇①従来通りの取付位置【下】
〇②気泡管が見やすい取付位置【上】
〇の比較検証を行い、ミラーの取付位置と誤差の
〇関係を調べた。

３ ．検証結果

４ ．まとめ

〇気泡管そのものにも「不確かな要素」があることに気が付いた。
〇トータルステーションにも気泡管が付いているが、そちらにも同様な要素があることを
〇考える必要がある。
〇コンテストの勝敗に寄与するような結果は得られなかったが、従来の手法の良さを
〇知ることができた。
〇過去３年間の研究成果を取り入れながら、今年度のコンテストは９年ぶりに全国大会出場
〇を果たすことができた。本研究も来年度以降のコンテストに貢献できること、研究活動が継
〇続されることを期待する。

〇従来のミラー取付位置のほうが誤差が小さい。
〇【上】と比較して2倍以上【下】のほうが
〇精度が良くなることが分かった。
〇原因はミラーの気泡管の校正にあると考えられる。
〇この結果からミラーがより測点に近くなる（低く）なる
〇ほど「気泡管の不確かさ」を補う効果が
〇期待できるので誤差が小さくなる可能性がある。

図1 ミラー取付位置【下（左）】 【上（右）】

図2 ミラーの気泡管の水平精度（校正）
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図3 ミラー取付位置と閉合誤差
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